
学
部
D
P

1 年 次

前 期 後 期

2 年 次

前 期 後 期

3 年 次

前 期 後 期

4 年 次

前 期 後 期

1 年 次

前 期 後 期

2 年 次

前 期 後 期

3 年 次

前 期 後 期

4 年 次

前 期 後 期

ソーシャルワークコース　カリキュラムツリー

地域包括支援論A
（学科必修）

臨床心理学概論

教育・学校心理学 福祉心理学

学習・言語心理学 健康・医療心理学神経・生理心理学

障害の理解 Ⅰ 障害の理解 Ⅱ

障害者・障害児
心理学

社会・集団・家族
心理学 知覚・認知心理学 感情・人格心理学

人体の構造と機能
及び疾病 Ⅰ

人体の構造と機能
及び疾病 Ⅱ

こころとからだの
しくみ

精神医学と精神医療 Ⅰ
（精神疾患とその治療 Ⅰ）

精神医学と精神医療 Ⅱ
（精神疾患とその治療 Ⅱ）

児童・家庭福祉

文化人類学 日本民俗学 比較社会学

社会保障 Ⅰ障害者福祉

高齢者福祉

認知症の理解 Ⅰ 認知症の理解 Ⅱ

福祉人権論

社会保障 Ⅱ

01 地域包括支援
地域包括支援論B

精神保健福祉
の原理 Ⅰ

精神保健福祉
の原理 Ⅱ 教育の基礎理論

刑事司法と福祉

地域福祉と包括的
支援体制 Ⅰ

地域福祉と包括的
支援体制 Ⅱ

福祉サービスの
組織と経営

保健医療と福祉 社会福祉の
原理と政策 Ⅰ

社会福祉の
原理と政策 Ⅱ

現代の精神保健
の課題と支援 Ⅰ

現代の精神保健
の課題と支援 Ⅱ

精神障害
リハビリテーション論

精神保健
福祉制度論

ターミナルケア論
心理学概論
（コース必修）

02 心理基盤

04 福祉基盤

05 人文基盤

03 対象者理解

ソーシャルワーク
の基盤と専門職 Ⅰ

ソーシャルワーク
の基盤と専門職 Ⅱ

ケアマネジメント論

06ソーシャルワーク基盤

02 心理に関する知識

05 福祉に関する制度・政策の知識

01 こころとからだの理解

発達心理学

貧困に対する支援

04 権利擁護

権利擁護を支える
法制度

社会的養護

03人間の尊厳

D
P
1  

建
学
の
精
神

地
域
社
会
や
人
々
の
多
様
性
と
共
通
性
の
理
解
・
人
間
の
尊
厳
と

人
権
を
重
ん
じ
る
倫
理
観
・
自
他
の
健
康
と
幸
福
へ
の
貢
献

DP1

心
理
的
側
面
の
知
識

と
技
能

DP2-2

社
会
的
側
面
の
知
識
と
技
能

DP2-3

生
物（
医
学
）的
側
面
の

知
識

DP2-1

学
科
D
P

地
域
社
会
や
人
々
の
多
様
性
と
共
通
性
を
理
解
し
、人
間
の
尊
厳
と
人
権
を
重
ん
じ
る
倫
理
観
に
基
づ
き
な
が
ら

一
人
の
生
活
者
と
し
て
福
祉
的
お
よ
び
心
理
学
的
視
点
か
ら
自
他
の
健
康
と
幸
福
に
貢
献
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

D
P
2  

知
識
・
技
能

生
物
・
心
理
・
社
会
モ
デ
ル
の
３
つ
の
側
面
に
関
す
る
基
本
的
な
知
識
や
技
能
を
有
し
、多
面
的
な
人
間
理
解
が
で
き
る
。

DP1

DP2

学
部
D
P

心理学実験

社会福祉調査の
基礎

01 福祉・心理研究

心理学研究法 心理学統計法

社会調査法

スクールカウン
セリング論 司法・犯罪心理学

02 心理支援に関する知識

産業・組織心理学

心理学的支援法

ソーシャルワーク
演習 Ⅰ

ソーシャルワーク
演習 Ⅱ

ソーシャルワーク
演習 Ⅲ

ソーシャルワーク
演習 Ⅳ

医療ソーシャル
ワーク論

障害ソーシャル
ワーク論

高齢者ソーシャル
ワーク論

ソーシャルワーク
演習 Ⅴ

スクールソーシャル
ワーク論

スクールソーシャル
ワーク演習

スクールソーシャル
ワーク実習指導

子ども・家庭
ソーシャルワーク論

ソーシャルワーク実習指導 Ⅰ

心理実習

精神保健福祉
援助実習

ソーシャルワーク
実習指導 Ⅱ

ソーシャルワーク
実習指導 Ⅲ

精神保健福祉援助
実習指導 Ⅰ

福祉
レクリエーション論

精神保健福祉援助
実習指導 Ⅱ

精神保健福祉
援助演習 Ⅰ

精神保健福祉
援助演習 Ⅱ

精神保健福祉援助
実習指導 Ⅲ

精神保健福祉
援助演習 Ⅲ

02 ソーシャルワーク技能
03 領域別ソーシャルワーク

ソーシャルワークの
理論と方法 Ⅰ

ソーシャルワークの
理論と方法 Ⅱ

ソーシャルワークの
理論と方法 Ⅲ

ソーシャルワークの
理論と方法 Ⅳ

ソーシャルワークの
理論と方法（専門） Ⅰ

ソーシャルワークの
理論と方法（専門） Ⅱ

03ソーシャルワーク理論

ソーシャルワーク
実習 Ⅰ

ソーシャルワーク
実習 Ⅱ

スクールソーシャル
ワーク実習

チームマネジメント

04 ソーシャルワーク実践

D
P
3  

思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力

人
間
の「
心
と
行
動
」や
社
会
状
況
の
理
解
力
と
対
応
力

DP3-1

円
滑
的
な
人
間
関
係
を

展
開
す
る
力

DP4-1

人
々
の
心
の
健
康
の
保
持

増
進
に
貢
献
で
き
る
力

DP4-2

人
々
の
福
祉
に
貢
献
で
き
る
力

DP4-3

地
域
社
会
や
福
祉
に
関
す
る
課
題
解
決
力

DP3-2

学
科
D
P

人
間
の「
心
と
行
動
」や
社
会
状
況
を
把
握
す
る
力
、

ま
た
は
地
域
社
会
や
福
祉
に
関
す
る
課
題
の
解
決
に
向
け
た
実
践
的
な
力
を
有
す
る
。

D
P
4  

主
体
性
・
多
様
性
・
協
働
性
・
共
生

円
滑
な
人
間
関
係
を
も
と
に
人
々
の
福
祉
や
心
の
健
康
の
保
持
増
進
に
貢
献
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

DP3

DP4

地域包括支援
実習指導 Ⅰ

地域包括支援
実習指導 Ⅱ

地域包括支援実習

01 多職種連携実践

関係行政論心理的アセスメント

心理演習 公認心理師の
職責

02 臨床心理実践

学科DP

基
礎
科
目

専
攻
演
習
・
卒
業
論
文

学科DP

専
攻
演
習
・
卒
業
論
文

基
礎
科
目

学
部
D
P

1 年 次

前 期 後 期

2 年 次

前 期 後 期

3 年 次

前 期 後 期

4 年 次

前 期 後 期

1 年 次

前 期 後 期

2 年 次

前 期 後 期

3 年 次

前 期 後 期

4 年 次

前 期 後 期

ソーシャルワークコース　カリキュラムツリー

地域包括支援論A
（学科必修）

臨床心理学概論

教育・学校心理学 福祉心理学

学習・言語心理学 健康・医療心理学神経・生理心理学

障害の理解 Ⅰ 障害の理解 Ⅱ

障害者・障害児
心理学

社会・集団・家族
心理学 知覚・認知心理学 感情・人格心理学

人体の構造と機能
及び疾病 Ⅰ

人体の構造と機能
及び疾病 Ⅱ

こころとからだの
しくみ

精神医学と精神医療 Ⅰ
（精神疾患とその治療 Ⅰ）

精神医学と精神医療 Ⅱ
（精神疾患とその治療 Ⅱ）

児童・家庭福祉

文化人類学 日本民俗学 比較社会学

社会保障 Ⅰ障害者福祉

高齢者福祉

認知症の理解 Ⅰ 認知症の理解 Ⅱ

福祉人権論

社会保障 Ⅱ

01 地域包括支援
地域包括支援論B

精神保健福祉
の原理 Ⅰ

精神保健福祉
の原理 Ⅱ 教育の基礎理論

刑事司法と福祉

地域福祉と包括的
支援体制 Ⅰ

地域福祉と包括的
支援体制 Ⅱ

福祉サービスの
組織と経営

保健医療と福祉 社会福祉の
原理と政策 Ⅰ

社会福祉の
原理と政策 Ⅱ

現代の精神保健
の課題と支援 Ⅰ

現代の精神保健
の課題と支援 Ⅱ

精神障害
リハビリテーション論

精神保健
福祉制度論

ターミナルケア論
心理学概論
（コース必修）

02 心理基盤

04 福祉基盤

05 人文基盤

03 対象者理解

ソーシャルワーク
の基盤と専門職 Ⅰ

ソーシャルワーク
の基盤と専門職 Ⅱ

ケアマネジメント論

06ソーシャルワーク基盤

02 心理に関する知識

05 福祉に関する制度・政策の知識

01 こころとからだの理解

発達心理学

貧困に対する支援

04 権利擁護

権利擁護を支える
法制度

社会的養護

03人間の尊厳

D
P
1  

建
学
の
精
神

地
域
社
会
や
人
々
の
多
様
性
と
共
通
性
の
理
解
・
人
間
の
尊
厳
と

人
権
を
重
ん
じ
る
倫
理
観
・
自
他
の
健
康
と
幸
福
へ
の
貢
献

DP1

心
理
的
側
面
の
知
識

と
技
能

DP2-2

社
会
的
側
面
の
知
識
と
技
能

DP2-3

生
物（
医
学
）的
側
面
の

知
識

DP2-1

学
科
D
P

地
域
社
会
や
人
々
の
多
様
性
と
共
通
性
を
理
解
し
、人
間
の
尊
厳
と
人
権
を
重
ん
じ
る
倫
理
観
に
基
づ
き
な
が
ら

一
人
の
生
活
者
と
し
て
福
祉
的
お
よ
び
心
理
学
的
視
点
か
ら
自
他
の
健
康
と
幸
福
に
貢
献
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

D
P
2  

知
識
・
技
能

生
物
・
心
理
・
社
会
モ
デ
ル
の
３
つ
の
側
面
に
関
す
る
基
本
的
な
知
識
や
技
能
を
有
し
、多
面
的
な
人
間
理
解
が
で
き
る
。

DP1

DP2

学
部
D
P

心理学実験

社会福祉調査の
基礎

01 福祉・心理研究

心理学研究法 心理学統計法

社会調査法

スクールカウン
セリング論 司法・犯罪心理学

02 心理支援に関する知識

産業・組織心理学

心理学的支援法

ソーシャルワーク
演習 Ⅰ

ソーシャルワーク
演習 Ⅱ

ソーシャルワーク
演習 Ⅲ

ソーシャルワーク
演習 Ⅳ

医療ソーシャル
ワーク論

障害ソーシャル
ワーク論

高齢者ソーシャル
ワーク論

ソーシャルワーク
演習 Ⅴ

スクールソーシャル
ワーク論

スクールソーシャル
ワーク演習

スクールソーシャル
ワーク実習指導

子ども・家庭
ソーシャルワーク論

ソーシャルワーク実習指導 Ⅰ

心理実習

精神保健福祉
援助実習

ソーシャルワーク
実習指導 Ⅱ

ソーシャルワーク
実習指導 Ⅲ

精神保健福祉援助
実習指導 Ⅰ

福祉
レクリエーション論

精神保健福祉援助
実習指導 Ⅱ

精神保健福祉
援助演習 Ⅰ

精神保健福祉
援助演習 Ⅱ

精神保健福祉援助
実習指導 Ⅲ

精神保健福祉
援助演習 Ⅲ

02 ソーシャルワーク技能
03 領域別ソーシャルワーク

ソーシャルワークの
理論と方法 Ⅰ

ソーシャルワークの
理論と方法 Ⅱ

ソーシャルワークの
理論と方法 Ⅲ

ソーシャルワークの
理論と方法 Ⅳ

ソーシャルワークの
理論と方法（専門） Ⅰ

ソーシャルワークの
理論と方法（専門） Ⅱ

03ソーシャルワーク理論

ソーシャルワーク
実習 Ⅰ

ソーシャルワーク
実習 Ⅱ

スクールソーシャル
ワーク実習

チームマネジメント

04 ソーシャルワーク実践

D
P
3  

思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力

人
間
の「
心
と
行
動
」や
社
会
状
況
の
理
解
力
と
対
応
力

DP3-1

円
滑
的
な
人
間
関
係
を

展
開
す
る
力

DP4-1

人
々
の
心
の
健
康
の
保
持

増
進
に
貢
献
で
き
る
力

DP4-2

人
々
の
福
祉
に
貢
献
で
き
る
力

DP4-3

地
域
社
会
や
福
祉
に
関
す
る
課
題
解
決
力

DP3-2

学
科
D
P

人
間
の「
心
と
行
動
」や
社
会
状
況
を
把
握
す
る
力
、

ま
た
は
地
域
社
会
や
福
祉
に
関
す
る
課
題
の
解
決
に
向
け
た
実
践
的
な
力
を
有
す
る
。

D
P
4  

主
体
性
・
多
様
性
・
協
働
性
・
共
生

円
滑
な
人
間
関
係
を
も
と
に
人
々
の
福
祉
や
心
の
健
康
の
保
持
増
進
に
貢
献
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

DP3

DP4

地域包括支援
実習指導 Ⅰ

地域包括支援
実習指導 Ⅱ

地域包括支援実習

01 多職種連携実践

関係行政論心理的アセスメント

心理演習 公認心理師の
職責

02 臨床心理実践

学科DP

基
礎
科
目

専
攻
演
習
・
卒
業
論
文

学科DP

専
攻
演
習
・
卒
業
論
文

基
礎
科
目


